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令和７年５月20日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立霧が丘高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月20日実施） 

総合評価（３月30日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学校のミッション

や生徒の実態、ニー

ズに即した魅力と特

色づくりを推進す

る。 

②インクルーシブ教

育実践推進校とし

て、豊かな心や創造

性の涵養を目指した

教育の充実に努め

る。 

③持続可能な社会の

造り手として必要な

資質・能力を育成す

るため、主体的・対

話的で深い学びの実

現に向けた授業改善

に努める。 

①新教育課程の実施に伴

い、生徒のニーズ及び選

択科目の設定等に関して

学校教育目標との整合を

検証する。 

②インクルーシブ教育実践

推進校として、共生社会

の実現を目指して全ての

生徒に対してインクルー

シブな取組を構築する。 

③ＩＣＴ機器の利活用を促

進するとともに、板書や

発問なども活用して生徒

の主体的な取組を重視し

た授業改善を目指す。 

①生徒による授業評価の結

果や進路結果、選択科目

履修者数から生徒のニー

ズを把握する。 

②全校生徒対象の講演会及

び教員対象のインクルー

シブ講演会を実施する。 

③研究授業や教員相互の授

業観察を推奨し、生徒の

主体的な取組を模索でき

る機会を提供する。 

①生徒による授業評価や

魅力特色アンケート

は、肯定的な意見であ

ったか。 

②講演会のアンケート結

果は、肯定的な意見で

あったか。講演会の内

容は、授業や生徒対応

に反映できたか。 

③生徒による授業評価の

結果に対する取り組み

状況は、適切であった

か。教員相互の授業観

察や研究授業を行うこ

とができたか。 

①生徒のニーズに対応した教
育課程を検討し、令和８年
度から実施できるように改
定した。 

②全校生徒対象の講演会及び

教員対象のインクルーシブ

講演会を実施し、アンケー

ト結果は概ね良好であっ

た。 

③研究授業や教員相互の授業

観察を行うことで、ＩＣＴ

の有効活用や生徒が主体的

に取り組む授業を多彩に行

うことができた。 
 

①令和８年度以降、３年経
過を目途に教育課程が適
切であるか、検討する。 
②教科等横断的な取組が増
え、生徒がより主体的に
行動できるようになるこ
とが課題である。 
③令和７年度より導入され
る電子黒板の授業におけ
る有効活用が課題であ
る。 

①令和８年度からの生徒
のニーズに対応した教
育課程に大いに期待す
る。生徒の自己実現に
向けたサポートにも重
点を置いて欲しい。ま
た、授業改善につい
て、学校全体で取組ん
で欲しい。 

②インクルーシブ教育実
践推進校としての取組
みをさらに推進し、生
徒の主体的な学習活動
への取組をより一層図
って欲しい。 

③ＩＣＴを活用した授業
展開により、生徒の興
味・関心をさらに高
め、自ら学びに取組む
という意欲を醸成して
欲しい。 

➀令和８年度からの
教育課程について
は実施３年後に検
証を行うが、引き
続き本校の学校教
育目標や生徒のニ
ーズについては常
に把握する必要が
ある。 

②インクルーシブ教
育実践推進校とし
て６年目を迎える
にあたり、共生社
会実現に向けた生
徒・教職員の意識
の向上に継続して
取組む。 

③ＩＣＴの利活用に
より、生徒自らが
学びに取組む意欲
を醸成する必要が
ある。 

➀生徒や保護者に対
して、教育課程や
選択科目について
説明会を開催して
分かりやすく行
う。また、学校教
育目標や生徒のニ
ーズとのマッチン
グについて検証を
行う。 

②共生社会の実現に
向けた講演会につ
いて、その対象者
を検討し、実施す
る。 

③教科・科目内で共
通的なＩＣＴ利活
用を行う等、組織
的な取り組みを継
続する。 

２ 
生徒指導・

支援 

①他者を思いやり、

尊重できる自立し

た生徒、自らの夢

や目標に向かって

果敢にチャレンジ

できる生徒、心身

ともに健やかで、

逞しい生徒の育成

を図る。 

②規律と秩序のある

生徒指導。きめ細

かい支援を確立

し、一人ひとりが

正しい道徳観や社

会性を醸成できる

ような体制を構築

する。 

①小集団によるリーダーの

育成と活用を目指し、委

員会活動や部活動の活性

化を進める。 

①学校行事には、多様性を

重視しながら取り組める

仕組みづくりを構築し、

インクルージョンの意識

向上を図る。 

②交通マナーの向上を目指

し、生徒自らが取り組む

ことができる仕組みを構

築する。 

②多様化する生徒に対応す

るため、教育相談やＳ

Ｃ、ＳＳＷさらに外部機

関と連携した体制を構築

する。 

①各委員会では生徒主体の

取組を推進し、集団によ

る事業推進と問題解決を

図る機会を提供する。 

①各行事では、他学年との

交流を図り、多様性を意

識できる仕組みを構築す

る。 

②交通に関わる学校（教

師・生徒）と保護者、地

域が連携できる交流機会

を模索する。 

②組織的な教育相談とＳ

Ｃ、ＳＳＷとの連携およ

び家庭との連携を図る。 

①各委員会では、生徒自

ら考えた企画を一つで

も行うことができた

か。 

①他学年と交流ができる

行事を行うことができ

たか。 

②３者による交流機会が

提供できたか。 

②ＳＣやＳＳＷ、さらに

外部機関と家庭との連

携ができたか。 

①委員会内では事業推進に関
するアンケートの実施や意
見交換を活発に行うことが
できた。 
①学校行事（体育祭・文化
祭・クラスマッチ等）にお
ける各委員会の役割分担及
び連携をスムーズに行うこ
とができた。体育館耐震補
強工事に伴い、使用場所の
工夫やインクルージョン的
な意識向上改革を進めるこ
とができた。クラスマッチ
では、新種目の設置を行う
ことができた。 
②自転車通学者への県民の方
からの意見は減少したが、
ヘルメット着用率が低いの
で、対策が必要である。公
共交通機関におけるマナー
向上が十分でなかった。３
者による意見交換の場の設
定ができなかった。 

①意見集約の方法をアンケ
ートと全体会での場のハ
イブリッド方式で行える
ようにする。 
①イベント時だけでなく、
日常の学校生活の中で、
各自の役割や責任、個の
違いを尊重できる交流の
場を設置する。 
②交通道徳については、保
護者や地域の力を借りな
がら生徒の意識を変えて
いくことが必要であり、
生徒会生徒ともタイアッ
プするなどして、自転車
ヘルメット着用率の向上
を図りたい。 
②支援が必要な生徒に関し
ては、早期の情報共有と
ともに、教育相談、Ｓ
Ｃ・ＳＳＷや専門機関と
連携し、課題解決を図り
たい。 

①「自分たちの学校を自
分たちでつくってい
く」「誰にとっても居
心地の良い、学びやす
い学校づくりを自分た
ちの手で進めていく」
といった生徒主体の活
動をさらに推進して欲
しい。 

②広く社会に関心を持
ち、同時に社会生活に
必要なルールやマナー
をきちんと身に付ける
とともに、様々な学校
生活の場面で他者を思
いやる心の育成を図っ
て欲しい。 

  

①生徒が主体的とな
り、他者理解を含
めた学校行事を企
画するなど生徒自
らがつくりあげる
学びの場について
検討を進める必要
がある。 

②霧高生としての自
覚と責任が高めら
れるような効果的
な指導について、
引き続き担任・支
援担任や学年団と
協力して強力に推
進する。 

 

①運営委員会、委員
長会、部長会を中
心として、生徒が
自ら考え、意見交
換し、策を練って
実施する活動をさ
らに充実させる。 

②学校生活の様々な
場面において社会
生活に必要なルー
ルやマナーについ
て触れ、揺るぎな
い霧高生の育成に
取組む。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月20日実施） 

総合評価（３月30日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・

支援 

 生徒一人ひとりが

より良い進路選択

ができるような能

力の育成、および

生徒・保護者等に

対して適切な内容

と量の情報を受け

取れるような機会

の充実を図る。 

①生徒自らが適切な進路選

択を行えるよう総合的な

探究の時間の内容をさら

に深化させ、自己実現に

向けた計画的な取組を推

進する。 

②保護者等を対象とした説

明会を充実させ、保護者

等と連携した進路指導を

推進する。 

③資格検定試験の成果を進

路選択にいかした指導を

構築する。 

①生徒自らが適切な進路選

択が行えるよう進路先と

の交流機会を増やし、総

合的な探究の時間での進

路計画の充実を図る。 

②保護者等を対象とした説

明会を増やし、生徒・保

護者等の進路計画の理解

を深める。 

③デジタルサイネージ等を

活用し、資格検定試験の

広報を充実させ、生徒の

チャレンジ意識を向上さ

せ、自己肯定感を高め

る。 

①前年度と比較して、進

路先の説明会や交流会

の機会を増やすことが

できたか。 

②保護者等を対象とした

説明会を開催し、生徒

と保護者等をつなげら

れる機会を提供できた

か。 

③デジタルサイネージ等

を活用した広報を行う

ことができたか。 

 

①各学年で、総合的な探究の

時間のプログラムに上級学

校による講演会を年に２回

実施し、それぞれねらいを

持って生徒に取り組ませる

ことができた。 

②夏季休業中に５大学を招い

て、生徒・保護者向けの説

明会を開催し延べ約 300 名

の参加者を得ることができ

た。 

③実用英語技能検定にチャレ

ンジする生徒数は昨年に比

べ減少したが準２級の合格

率は上昇した。 

①事前学習と振り返りを充

実させ、生徒にとってよ

り意義のある講演会にす

るような工夫をする。 

②夏季休業中の説明会だけ

でなく、保護者対象の説

明会の機会をとらえて、

より深い進路理解を促せ

るよう図っていく。 

③広報を充実させるだけで

なく、合格者を増やすこ

とができるよう、英語科

と協力する方策を検討す

る。 

①生徒自らが適切な進路
選択ができるよう総合
的な探究の時間を中心
としたプログラムを立
案し、実行して欲し
い。 

②保護者を対象とした進
路講演会を継続すると
ともに、卒業生による
体験報告会の実施を検
討して欲しい。 

③英検等の資格・検定試

験の合格率の向上に向

け、当該教科との連携

を図るとともに生徒の

英語学習方法の確立に

取組んで欲しい。 

①総合的な探究の時
間を中心に、自己
理解を深化し、生
徒自らが適切な進
路選択ができる取
組について継続し
ていきたい。 

②生徒や保護者等に

向けて適切に進路

情報を発信するこ

とができた。 

③英検等の資格・検

定試験は一定の成

果をあげられた。

合格率の向上へ向

けた取組みを進め

る必要がある。 

①総合的な探究の時
間を充実させ生徒
自らが適切な進路
選択ができる仕組
づくりを目ざす。 

②保護者等を対象と

した説明会につい

て継続的に取組

み、進路選択に関

する理解を深化さ

せる。 

③英語科と連携し資

格・検定試験の合

格率向上や英語学

習方法の確立に努

める。 

４ 
地域等との

協働 

①地域との交流や協

働、地域貢献等を

通じて、地域と共

にある学校づくり

に取り組む。 

②在校生や保護者等

地域社会に対し

て、本校の教育活

動についての理解

を深めてもらうた

めの情報発信を行

う。 

 

①霧コンシェルジュやボラ

ンティア生徒を活用し、

地域との交流・連携事業

で生徒による広報活動の

推進を図る。 

②デジタルサイネージを活

用して生徒に本校の魅力

を校内発信し、生徒自ら

が霧高の魅力を発信でき

る仕組みを構築する。 

②ホームページの迅速な更

新により、保護者や地域

の方々からの情報伝達を

図る。 

 

①全公立展や学校説明会

等、校外での広報機会で

は、霧コンシェルジュや

ボランティア生徒を活用

し、生徒による広報活動

の機会提供と新たな広報

グッズの作成により霧コ

ンシェルジュ等の登録者

数増加を目指す。 

②デジタルサイネージで

は、情報発信とともに部

活動結果や行事の様子な

どを発信し、霧高の魅力

を生徒に伝える。 

②学校行事や部活動等、霧

高の魅力的な部分はホー

ムページに掲載し、迅速

な更新により魅力的なホ

ームページによる閲覧数

の増加を図る。 

①全公立展や学校説明会

では、霧コンシェルジ

ュやボランティア生徒

を活用できたか。ま

た、新たなグッズを作

成し、登録者増に向け

て周知できたか。 

②デジタルサイネージで

霧高の魅力を発信する

ことができたか。 

②ホームページでは、学

校行事や部活動等の発

信ができたか。また、

新たな霧高の魅力発信

ができたか。 

 

①霧コンシェルジュについて

は全公立展では積極的に広

報活動を行い、学校説明会

では司会・行事説明・動画

出演・校舎案内担当と中心

的な活躍を見せた。事前準

備においても従事し、広報

に大いに貢献した。また、

広報物品としては霧コンシ

ェルジュ用キャップと横断

幕を作成し、体育館を使用

しない説明会の新たなスタ

イルを構築した。 

②デジタルサイネージは定着

し、掲載コンテンツも部活

動・行事・試験情報・日常

的な連絡事項・図書関係等

多岐に渡る。学校説明会で

も来校者の注目を集めた。 

②ホームページについては部

活動や霧高祭・修学旅行等

の行事風景、説明会関係の

情報更新ができた。 

①霧コンシェルジュの活躍

の場面を工夫・増加させ

るとともに、メンバー内

で内容をブラッシュアッ

プさせ、新たなメンバー

に対しても生徒間で情報

共有できるような組織的

な発展を目ざす。また、

説明会での登場場面の増

加や、動画コンテンツの

作成等にも携われるよう

推進する。 

②令和６年度は、デジタル

サイネージ導入元年とし

て様々な試みを行った。

今後は掲載コンテンツの

工夫や活用方法自体の検

討を行っていきたい。 

②ホームページについては

体裁の抜本的見直しを行

うとともに部活動関係を

中心に更新頻度を上げる

仕組づくりを検討する。 

①霧コンシェルジュの活
躍について、大いに評
価する。例えば、生徒
が学校説明会の企画検
討段階から携わるな
ど、自らの体験に基づ
いた取組について検討
して欲しい。 

②デジタルサイネージの
活用について、強力に
推進して欲しい。 

 ホームページの更新頻
度の改善や掲載内容の
検討について積極的に
取組んで欲しい。 

 地域への情報発信とと
もに、地域の様々な団
体との協働により、地
域に根付いた学校とな
って欲しい。 

①霧コンシェルジュ
の活躍については
一定の成果を収め
ることができた。
今後は、活動状況
の発信や学校説明
会の企画立案など
について検討する
必要がある。 

②デジタルサイネー
ジの活用、ホーム
ページの更新頻度
や掲載内容の検討
について、積極的
に取組みたい。ま
た、地域の教育力
の活用や様々な地
域団体との連携に
より、地域に根付
き、愛される学校
づくりに取組む必
要がある。 

①霧コンシェルジュ
の活動内容につい
てさらに充実さ
せ、霧コンシェル
ジュ登録者増につ
いて具体的な方策
を検討押する。 

②デジタルサイネー
ジやホームページ
による学校広報活
動を積極的に行う
とともに、地域に
根付き、地域から
愛される学校を目
ざす。 

 

５ 
学校管理 

学校運営 

①保護者・地域から

信頼され、生徒が

安心して学べる安

全で快適な学校づ

くりを行う。 

②自他の生命を尊

び、大きな災害に

も対応できる高い

防災意識を育む。 

③不祥事や事故を未

然に防止する職場

環境づくりを行

う。 

①生徒と教師間の人間関係

を構築するため、学校運

営協議会を活用してイン

クルージョンな学校環境

を整備する。 

①体育館の耐震工事に伴

い、行事等が円滑に進め

ることができるよう安全

配慮に努める。 

②防災訓練により自他の生

命（いのち）を尊重する

意識と、迅速な行動がで

きる体制を構築する。  

③不祥事・事故防止に向

け、働きやすい職場環境

を整備する。 

①学校運営協議会ではイン

クルージョンな環境整備に

係る内容を協議する。 

①学校行事等では、関係グ

ループと連携し、施設利用

の柔軟な対応を検討する。 

②防災訓練後には、生徒か

ら意見を収集し、訓練にお

いての意識を把握する。 

③職場環境の整備に関して

職員からの意見を収集し、

その反映を検討する。 

①学校運営協議会では、

インクルーシブな環境

整備に係る意見集約が

できたか。 

①学校行事等で関係する

グループとの連携が図

れたか。 

②防災訓練後に生徒から

の意見集約ができた

か。 

③職場環境の整備に関し

て職員からの意見を集

約できたか。 

①体育祭・文化祭・卒業式等

を、関係グループや学年と

連携して円滑に実施するこ

とができた。 

②防災訓練後に生徒からの意

見を集約した。訓練参加に

より防災意識が高まった。 

③毎月の衛生委員会を通して

職場環境の整備に関する教

職員からの意見を収集し、

産業医からの助言に基づい

た職場環境の改善策につい

て基本的な構想をまとめる

ことができた。 

①関係グループや学年との

連携を恒常的に行ってい

くことが課題である。 

②防災意識のさらなる向上

を図ることが課題であ

る。 

③基本的な構想について、

令和７年度実施のオフィ

ス改善事業に反映し、よ

り良い職場環境の構築に

つなげる。 

①生徒が安心して学校生
活を送るためには、
日頃から生徒と教員
の間に良好なコミュ
ニケーションに基づ
く深い信頼関係を築
いておくことが必要
である。 

②学校防災計画について

地域との連携を視野

に入れた立案や訓練

の実施について検討

を開始して欲しい。 

③職場環境の改善につい

て、さらに取り組ん

で欲しい。 

①社会で必要なコミ
ュニケーションス
キルを高め、生徒
と教職員間の良好
な人間関係を作る
ことができた。 

②自他の生命を尊重
し、災害発生時に
適切な行動がとれ
るよう地域との連
携を視野に学校防
災計画の立案や訓
練の実施を検討す
る必要がある。 

③オフィス改善事業
を推進し職場環境
の改善に取組む。 

①自他ともに大切に
しコミュニケーシ
ョン能力の高い生
徒を育成する。 

②災害時の危険を認
識し、自他の生命
を尊重し、災害発
生や事後には進ん
で他の人々や地域
の安全に役立つこ
とができるような
体制の構築につい
て検討する。 

③教職員からの意見

を反映させ職場環

境の改善に取組

む。 


